
○　本校の概要 令和7年1月23日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

教員 保護者 児童 評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。 A
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２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

B 0

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

C 0

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

D 0

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

①学校と保護者・児童の評価に温度差を感じま
す。
校内では、地域の方との連携についてお話等され
ているのでしょうか。

余談ですが、学校に出向いた際、児童から挨拶し
てくれる確率がかなり低く、こちらから挨拶をしても
そのまま通り過ぎる児童もいて、とても寂しく思いま
す。

・地域（町会）として、各行事・児童・保護者先に参
加しやすい工夫を学校と連携していきたい。

・学校、保護者との良い関係が持続できるよう、地
域の人間として努力してまいりたい。

・学校だよりやHPでの情報発信は、日頃会う子ども
たちとは違う一面がわかり、とてもありがたい情報
ツールだと思います。

・先生方は、児童のために様々な工夫をして取り組
んでいると思います。

・スマホ１つで情報が手に入る昨今、大人の私たち
であっても新聞を読んだり、読書をすることは面倒
になります。それらを楽しく学べるように色々工夫
をしてくれているのがわかります。

◇(保護者評価４)（児童評価4）個別最適な学びと協同的な学び
→全児童が一生懸命に学習に取り組めると思えるよう、これからも
教員は授業力向上をめざし、研修をしてスキルアップしていく。また、
タブレットが文房具となるよう、そのスキルを向上させ、自分で必要な
道具を取捨選択できることを目指す。
◇（保護者評価４）（児童評価3）地域の特色を生かした教育活動
→「おおたの未来づくり」初年度であるが、児童は地域のことを知るこ
とができたと肯定的な回答をしている。より一層深く・広く知ることが
できるよう、そして、仲六郷地域への愛情と愛着がもてるよう学校教
育の充実を図っていく。
◇（保護者評価４）（児童評価４）働き方改革等のウェルビーイング
→児童は95.1％が肯定的な回答をしているが、各クラスに１名程度は
充実していないと感じている児童がいる。学校はやらなければならな
いこともあるが、それが児童にとって充実していると感じられるように
指導方法改善や児童への声掛け、自己肯定感を高めていくような対
応を行っていく。
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・いじめは絶対にいけないということを、徹底してい
ただいていると思います。今後も持続して更なる取
り組みをお願いします。

・インクルーシブ教育において、学業以外のことを
学べる良い機会かと思います。これは個別目標２
の外国語教育もその１つとなっているので定着す
れば良いかと考えます。
・いじめにおいてはないに、ないにこした事はあり
ません。そして早期解決も大切ですが、時間をかけ
て自ら解決するのも大切な事と考えます。

◇（保護者評価）（児童評価３）インクルーシブ教育
→肯定的な回答であるが、児童の中には否定的な回答があるので、
ここは見逃せない。今後も一人一人に温かな声掛けや自己肯定感を
高められるような対応をしていく。
◇（保護者評価３）（児童評価４）いじめ未然防止・早期発見・早期対
応
→この項目については、100％でなければならない。したがって、こ
れからもいじめ未然防止・早期発見・早期対応に取り組んでいく。
◇（保護者評価４）（児童評価４）相談しやすい環境
→今年度より二者面談を三者面談とし、夏季休業期間内に行い、
93.3％の保護者が肯定的に捉えている。一方では、児童がいると先
生と話しにくいという意見もあるので、次年度は希望者には三者面
談と二者面談ができるようにする。
→児童は96.6％が肯定的な回答となっているが、100％を目指し、教
職員一同児童と信頼関係を築いていく。

4

0

Ｂ 0

①（保護者評価４）（児童評価４）地域の伝統や文化を取り入れた教
育活動
→きまりを守っている児童は95.5％である。保護者は良くあてはまる
が30.2％であるがあてはまるが63.1％であるので少しでも当てはまる
になるよう教育活動の充実をはかっていく。
②（保護者評価４）（児童評価４）学校の安全・防災
→真剣に避難訓練に取り組んでいる児童が97.4％であるが、100％
を目指し、避難訓練等の安全指導の徹底を行っていく。
→校舎等古い箇所が多いので、月１回の安全点検だけでなく日常か
ら安全に教育活動が行える環境になっているかとおいう視点をもち、
気になる箇所は迅速に対応できるように、教職員一同最後の徹底を
行っていく。

4

・学校や地域学習を通して地域の伝統文化を教育
活動に取り入れている。

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。
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困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。
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Ｂ

Ｄ

２：
全体
で

70％
以上

１：
全体
で

70％
未満
４：

全体
で

90％
以上

１：全
体で
70％
未満

４：
全体
で

90％
以上

３：
全体
で

80％
以上
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高
めるとともに、我
が国や郷土の伝
統文化に触れ、
尊重する心や、
協力していく態度
を育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能
な社会を形成し
ていく態度を形
成します。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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・児童が自ら判断する力、他者と協力する社会性
がさらに高められるよう指導をお願いします。

・社会での様々な課題を先生、保護者が各々の立
場で考えることが大切であると思います。問題、課
題の解決に話し合いであったり、またタブレットを活
用したり、一つだけでなくいろいろなアイデアや解
決策を導き出せていると感じます。

①の児童評価が２なのが気になるところです。
高学年になるにつれ、恥ずかしさが出るのも成長
ですが、日本人の多くが英語を話せないのはその
ような理由だと思います。勉強ということにとらわれ
ず、授業時間内のみならず遊びや何気ないコミュ
ニケーションからも学びにつなげられるような環境
が整うと良いかなと思います。

・地域や世界の課題に目を向けて学習を続けてく
ださい。

・昨年の学習発表会で、桃太郎の英語劇を観まし
た。日本語でも舞台で話すのは恥ずかしかったり、
緊張しますが、大きな声で英語のセリフを言ってい
て、外国語の習得にとても良いのではないかと思
いました。

・ALTの先生と英語で話すということだけでなく、言
葉が通じない時のボディランゲージや、伝えようと
する努力が養えていると思います。
それらが英語への苦手意識をなくし、異文化への
興味を持つ第一歩になっていると思います。取組
評価が低いのは、英語を話せない聞き取れないと
思う気持ちの表れかと思います。

・児童が健康な生活を送れるよう、基本的生活習
慣が継続するようご指導ください。

・保護者である私自身が新聞に触れる機会がほと
んどありません。物理的に紙に触れる（大きさ、に
おいなど）偶然目に留まった記事を読む等の良い
機会なので、NIEは今後も推進していただきたいで
す。

・「死ね」「うぜえ」は家庭内で使用されていることも
あると思います。一度、家庭内で言葉づかいの見
直しを提言してみてはどうでしょうか。

・道徳の意味を調べると、道【ルール】と徳【守る】
ルールを守ることができる状態を言うらしい。その
基礎を学ぶとともに、友達や先生との交流で学習
だけでなく、生活習慣、食育、身体づくりを学べて
いると思置います。また、年上、年下の学年の友達
との交流は、兄弟とは違う付き合い方を学ぶ良い
機会だと思っております。
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＊①から③の項目は保護者・児童は85％を超えているが、９０％に
は達することができていない。
①②◇（児童評価３）課題解決や創造的な価値を創造する力、体験
活動や自ら考え判断する力・他者と協働していく力
→「おおたの未来づくり実践校」、「大田区こどもの生きる力をはぐくむ
プログラム」事業実施校の２つの研究指定を受け、「豊かな語彙力を
育み、自分のNarativeを語れる子」を目指して、これまで国語科の校
内研究で培ってきた力を土台に、さらに課題を見出し、創造しながら
解決していく学習に取り組んでいる。今後より一層充実した学習とな
るよう、仲六郷地域を教材化し「おおたの未来づくり」とその素地づくり
のための「生活科」「総合的な学習の時間」で、新たな価値を創造で
きる力を育めるよう、主体的・対話的で深い学びの充実を図っていく。
③◇（児童・保護者評価３）情報活用能力
→教員は、ICT機器を授業の中で効果的にの活用できるよう、引き続
き自己研鑽を行うと共に、ICT支援員と連携をしながら日々更新する
新しい機能に対する技量を高めていき、児童の実態に合わせてタブ
レットを効果的に活用し、学習効果を高めていく。
→学校・保護者が一体となって、児童の情報活用能力を高めていけ
るよう、学校での指導内容や最新の情報活用やメディアリテラシー等
を発信していき、児童のデジタル・シチズンシップを高めていく。

①◇（保護者評価４）（児童評価２）豊かな国際感覚
→１～３年までは83％、４～６年までは66％と乖離がある。得に５・６
年は外国語となる為書く・読む・話す・聞くのテストがあり、単語を覚え
たり、書いたりすることや、話すことの恥ずかしさがあり苦手意識を
もってしまう児童が多い。しかし、学習効果測定では、大田区の平均
ポイントを超えており、上位１／３である。今年度は、外国語担当を講
師とし、ALTと綿密に打ち合わせができるようにし、児童へ効果的な
学習ができるよう整えた。次年度も継続していく。
→昨年度より、イングリッシュウォールをALT日常生活の中で外国語
を目にしたり、触れたりする環境を整えてきた。引き続き取り組み、外
国語や外国語文化へ親しみをもったり、知ったりする機会を増やして
いく。
②◇（保護者評価３）（児童評価４）人権教育の推進
→全児童の95％が肯定的な回答をしているが、100％を目指し、学校
教育全体で人権教育の推進をしていく。また、保護者・地域と共に、
児童が豊かな心を育めるよう協力していく。
③◇（児童評価３）課題を解決する力
→１～３年は80％、４～６年は67％と開きがあるのは、地域について
は「おおたの未来づくり」を通して充実した学習を行うことができ、児
童もガンバという意識がある。しかし、「世界の課題」については、学
校全体での取扱も少ない。次年度は、新聞記事から世界の情報を取
り上げNIEタイム等でその世界の課題や文化について児童が考える
よう取り組んでいく。
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４：
全体
で
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◇(保護者評価３)（児童評価）道徳教育の推進と豊かな情操道徳心の育
成
→保護者の評価は３であるが、89.9％の肯定的な評価である。児童は
80％以上が道徳の授業を通して他者と交流しながら考えを深めていると
回答している。これまで同様に、道徳の授業を中心に学校全体で道徳
心を育んでいくと共に、保護者・地域と学校が一体となって、児童の道徳
心を育成していくことが大切である。
◇（保護者評価３）（児童評価３）確かな学力の育成
→保護者89.3％の肯定的な回答をして頂いている。また、１～３年は
89.2％、４～６年79.5％となっており、学年が上がるに連れて、学習内容
が難しくなってくるために、自己評価も低くなっている。次年度は、一人一
人の確かな学力の定着を確実に行うと共に、総合的な学習の時間や
「おおたの未来づくり」のようなテストでの採点ができない力の評価を児
童にもわかりやすく伝え、学習に対する自己肯定感や自信に繋げてい
く。
→NIE教育や俳句を推進し、児童の語彙力向上を目指していく。また、企
業の俳句コンテストや新聞コンクールの応募を行い、全国一緒に読もう
新聞コンクールでは、学校奨励賞、新聞切り抜きコンクールでは学校全
体でいきいき学習賞を受賞することができた。次年度も取り組む、さらに
上の賞や個人賞を目指していく。
◇（児童評価３）体育・健康教育の推進
→１～３年93.9％、４～６年77.1％となっている。学年が上がるにつれて
夜更かしする児童が多くなり、朝食を抜いてきてしまい一日が元気に過
ごせないということが見られる。これまで行ってきている健康診断時に養
護教諭による保健指導や担任による学級指導、保健委員会による健康
な生活についての発表を通して規則正しい生活の大切さを伝えていく。
また、早寝早起き朝ごはんは家庭の協力も大きい。学校保健委員会へ
の参加も少なく、学校からの健康についての発信をしても受け取っても
らえない状況がある。そのため、児童の意識を変えていけるよう、学校で
の指導をより一層充実していく必要がある。
◇（児童評価３）保幼小の連携と小中一貫教育
→小規模校の良さもあり、児童が意識している以上に異学年と遊ぶ児
童は多い。しかし、その分トラブルもあり、特に「死ね」という言葉と暴力
的な言葉遣いでケンカや傷ついてしまう児童がいる。保護者・地域と協
力しながら温かい言葉の溢れる地域にしていきたい。
→感染症予防が終わり、昨年度から１年生がルーテル幼稚園・仲六郷
保育園の児童を学校に招いて一緒に遊んだり、学校紹介をしたりしてい
る。また、志茂田中学校とは駅伝大会の合同練習で陸上部の生徒から
走り方を教えてもらったり、３学期に中学校で中学の先生から学習指導
を受ける体験がある。中学校では、夏の部活動体験も行っており、高学
年が任意の参加となっている。これからも、継続して円滑な接続に努め
ていく。
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成果
評価

令和６年度　大田区立仲六郷小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

学校の教育目標：　　「日々新しく伸びゆく仲六の子」　　・なかよくする子　・かんがえる子　・こころゆたかな子　・はたらく子　・くじけない子
児童数：　234名（令和6年5月1日現在）　　　　学級数：　11学級（1年2学級　2年2学級　3年2学級　4年2学級　5年2学級　6年1学級）
概要：　1957年開校で今年度67周年。地域と学校のつながりが強く、教育活動にたいへん協力的な地域である。
目指す学校像：生き生きとした学校生活
目指す児童像：自分で考え表現できる子
特色ある教育活動：言語活動の充実（読書活動　NIE教育）　　　地域連携（おおたの未来づくり）

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。
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地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。
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これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

9

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

4

２：
全体
で

70％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

2

Ｄ 0

Ａ 9

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

3

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と
協働し、問題解
決していく意欲
や、予測困難な
未来社会を切り
拓いていくため
に重要な創造力
や課題解決力、
情報活用能力を
育成します。

2

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

2

3

3

4

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内に
おける支援体制の充実、特別支援教室巡
回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

3

3

4

3

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

Ｂ 0

①（保護者評価４）（児童評価４）地域と学校の連携・協働
→保護者・児童共に肯定的な意見が９割を超えている。引き続き、仲
六郷地域を大切に思う気持ちを育んでいけるよう、学校・地域・保護
者と共に力を合わせていく。
②(保護者評価３)（児童評価２）健全教育や安全指導
→４～６年が63.2％となっており、評価が下がっている。学年が上が
るにつれ、習い事等で地域行事への参加が減ってしまっている。「お
おたの未来づくり」の学習を通して、地域への愛情と愛着をもった児
童の育成を目指し、地域行事への積極的参加に繋げていきたい。ま
た、地域行事のお知らせを学校でも行っていき、児童が参加しやす
い環境としていく。
③(保護者評価４)j（児童評価４）情報発信
→児童は90％が学校の話を家でしている。家庭で子供の話を様々聞
くことがあると思うが、励ましたり、やる気が起こるような声掛けをして
いって欲しいと保護者会等で伝えている。児童の中には上手に気持
ちを表現出来ずにいたり、嫌なことだけを話すということもある。学校
と家庭が連携して児童の育成を図っていくためには、困ったことが
あったら学校へ連絡をして事実確認をして欲しい。
→昨年度から学校ホームページの更新回数を減らしている。児童に
向き合う時間を削り、それまで学校ホームページを更新していた。ぜ
ひ、学校ほ話を子供に聞くことで親子の会話を増やして欲しいと願っ
ている。
→学校だよりと給食だよりは毎月１日もしくは１日が土日祝日の場合
は月初めに学びポケットでの配信をしている。（ただし、給食だよりは
アレルギーの児童対応があるため25日前後のHPアップをしている。）
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0

Ｂ 0

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己
評価する習慣づくりを推進し、自ら考え判
断する力や、他者と協働していく力の育成
を図っている。

Ａ 9
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②教職員は児童が自ら判断したり、他者
と協力したりする教育活動の充実に努め
ている。

②学校は児童が自ら判断したり、他者と
協力したりする教育活動の充実に努めて
いる。

②自分で決めたり、友達と話し合ったりし
ながら学習を進めている。

Ｄ 0

Ａ 9

１：全
体で
70％
未満

Ｄ 0

③教職員は児童がタブレット端末を正しく
活用し、情報活用する力の向上に努めて
いる。

③学校は児童がタブレット端末を正しく活
用し、情報活用する力の向上に努めてい
る。

③タブレットを正しく使い、自分の考えを
まとめたり、情報を集めたりしながら学習
を進めている。

目標に対する成果指標

①教職員はALTを生かし外国語に触れ
る機会を設け、コミュニケーション能力の
向上に努めている。

①学校はALTを生かし外国語に触れる
機会を設け、コミュニケーション能力の向
上に努めている。

①ALTの先生と話したり、外国語の文化
を知ったりしながら、日本以外の国への
興味をもつことができている。

①教職員は、児童がすすんで課題を解
決したり、創造したりする教育活動の充実
に努めている。

①学校は児童がすすんで課題を解決し
たり、創造したりする教育活動の充実に
努めている。

①すすんで課題を解決したり、創造したり
しながら学習を進めている。

②教職員は人権教育の推進を目指し、
文化や価値観の異なる相手を理解・尊重
する心を育む態度の育成に努めている。

②学校は人権教育の推進を目指し、文
化や価値観の異なる相手を理解・尊重す
る心を育む態度の育成に努めている。

②自分や友達、周りの人や生き物を大切
にしている。

③教職員は児童が地域や社会の課題に
目を向け、課題解決しようと行動する力の
育成を図っている。

③学校は児童が地域や社会の課題に目
を向け、課題解決しようと行動する力の育
成を図っている。

③地域や世界の課題を調べ、課題を解
決しようとしている。

④自分と違う学年の友達と仲良くすること
ができている。
④小中一貫教育共通事項
●知　自らの考えをもち、友達と一緒に
学習しています。
●徳　自分や人を大切にしています。
●体　健康な体作りのために、体を動か
したり、規則正しい生活を心がけたりして
います。

①教職員は特別の教科道徳を中心に学
校生活全体で道徳教育を推進し、児童
の豊かな心の育成に努めている。

①学校は特別の教科道徳を中心に学校
生活全体で道徳教育を推進し、児童の
豊かな心の育成に努めている。

①道徳の授業では友達と意見を交流し
たり、自分の考えを発表しながらたくさん
の考えをもつことができている。

②教職員は授業を工夫したり、ＮＩＥ教育
を行ったりしながら学力向上に努めてい
る。

②学校は授業を工夫したり、ＮＩＥ教育を
行ったりしながら学力向上に努めている。

②授業やＮＩＥタイム・算数タイムなどの学
習では、めあてを達成するために考えた
り、調べたり、友達と交流しながら学習に
取り組むことができている。

①めあてに向けて、一生懸命に学習に取
り組むことができている。

2教員は地域の特色を生かした教育活動
を実施しようと努めている。

②地域のことを調べたり、考えりする学習
を通して、仲六郷地域のことをたくさん知
ることができている

③教員は一人一人の児童に向き合いな
がら、児童の学校生活が充実するように
努めている。

③学校生活を楽しく過ごすことができて
いる。

③教職員は体育や休み時間などに体を
動かす機会を設け健やかな体の育成や
健康教育などを通して基本的な生活習
慣の向上に努めている。

③学校は体育や休み時間などに体を動
かす機会を設け健やかな体の育成や健
康教育などを通して基本的な生活習慣
の向上に努めている。

③休み時間に外で元気に遊んだり、早寝
早起き朝ごはんに取り組んだりしながら、
健康な生活を送れるよう努力している。

④教職員小中一貫教育の視点をもって
教育活動に努めている。
●知：自らの考えをもち、友達と一緒に学
習しています。
●徳：自分や人を大切にしています。
●体：健康な体作りのために、体を動かし
たり、規則正しい生活を心がけたりしてい
ます。

／

①教職員は児童の実態に合わせＩＣＴや
体験活動、見学等を取り入れたりしながら
授業を工夫し、わかりやすい授業になる
よう努めている。

②教職員は地域の特色を生かした教育
活動を実施しようと努めている。

③教職員は一人一人の児童に向き合い
ながら、児童の学校生活が充実するよう
に努めている。

①教員は児童の実態に合わせＩＣＴや体
験活動、見学等を取り入れたりしながら授
業を工夫し、わかりやすい授業になるよう
努めている。

①学校は児童一人一人を大切にした教
育に努めている。

①学校は児童一人一人を大切にした教
育に努めている

①困ったことがある時には、学校の先生
方の中に相談できる人がいる。

②学校はいじめは絶対にしないという事
を児童に伝え、いじめの未然防止・早期
発見・早期対応に努めている。

②学校はいじめは絶対にしないという事
を児童に伝え、いじめの未然防止・早期
発見・早期対応に努めている。

②いじめは絶対にいけないことだと思っ
ている。

③学校の先生方は、自分のことを応援し
てくれている。

①学校は地域の伝統や文化を教育活動
に取り入れようと努めている。

①学校は地域の伝統や文化を教育活動
に取り入れようと努めている。

①地域の方にインタビューをしたり、見学
をしたりすることを通して、地域のことを知
ることができた。

③学校は三者面談や保護者会などを通
して、保護者と一緒に児童のよりよい成
長を考えようと努めている。
③学校は一人一人の良いところを日頃か
ら伝えほめている。

③学校は三者面談や保護者会などを通
して、保護者と一緒に児童のよりよい成
長を考えようと努めている。
③家庭ではお子さんの良いところを日頃
から伝えほめている。

②きまりを守って行動することができてい
る。
②避難訓練には真剣に取り組むことがで
きている。

①教職員は家庭と地域と連携・協力しな
がらよりよい教育環境づくりに努めてい
る。

①学校は家庭と地域と連携・協力しなが
らよりよい教育環境づくりに努めている。

①仲六郷地域のことが好き。

②学校は児童の安全な学校生活のため
に実態に合った避難訓練などの危機管
理に努めている。

②学校は児童の安全な学校生活のため
に実態に合った避難訓練などの危機管
理に努めている。

②教職員は地域人材や地域資源等を活
用した教育活動の充実に努めている。

②家庭ではＰＴＡや地域の行事に参加し
ている。
②学校は地域人材や地域資源等を活用
した教育活動の充実に努めている。

②地域行事に参加することは楽しい。

③教職員は教育活動を学校公開や行
事、学校だよりや学年だよりなどで情報を
発信することに努めている。

③学校は教育活動を学校公開や行事、
学校だよりや学年だよりなどで情報を発
信することに努めている。

③学校の話を家の人に話している。


